
 

 

様式第 13号（第 24第２項） 

 

見積業者選定経過書 

 

１ 業 務 名 令和７年度男性の育児休業取得促進事業業務 

２ 応募者数 ３者 

３ 会の構成 

座長 

構成員 

産業労働部 労働雇用課長（座長） 

産業労働部 労働雇用課 課長補佐 

県民文化部 人権・男女共同参画課 課員 

県民文化部 こども若者局次世代サポート課 次世代企画係員 

産業労働部 労働雇用課 労働環境係長 

４ 評価基準 別紙のとおり 

５ 評価結果 

  選定された者 

  集計結果 

株式会社ながのアド・ビューロ 

順位点 16点／20点  合計点 406点／500点 

６ 企画提案を求める具

体的内容 

ア 業務の実施体制 

(ｱ) 類似事業の履行実績 

  (ｲ) 専門知識・運営体制 

(ｳ) 個人情報の取扱い 

イ 業務内容 

(ｱ) 現状認識・基本方針 

 (ｲ) 事業計画（スケジュール） 

 (ｳ) 企業向け啓発講座 

 (ｴ) 登録制度の運用 

 (ｵ) 業務体制整備伴走支援 

ウ 費用対効果 

７ 企画提案で評価され 

た点 

・本業務の遂行に当たり、県内の課題を理解した上で事業の実施方針が明

確になっている 

・事業に関する幅広い広報、業務体制整備伴走支援の効果的な支援が提案

されている 等 

８ 総合的判断 

スタッフの体制や類似事業の履行実績等から業務の確実な実施が見込ま

れ、かつ、審査員の評価点の合計が満点の 60％以上であることから見積業

者の候補として決定した。 

 



（別　表）

大項目

１
業務の実施体制

類似事業の履行実績などから、事業の運営を円滑に行うことが見
込まれること。

10

運営スタッフの専門知識や業務の運営体制が整っており、事業の
進行管理が適切に行えることが見込まれること。

5

個人情報の保護・管理が適切であること。 5

２
業務内容

県内企業における男性従業員の育児休業取得の現状や課題につい
て的確に分析した上で、事業の実施方針が明確となっているこ
と。

5

企業向け啓発講座、応援宣言・登録制度の運用、業務体制整備伴
走支援の各取組が、すべて仕様を満たした計画となっているこ
と。

10

育児休業取得に向けた意識を醸成するに当たり、労働者と事業主
それぞれに効果的な内容のセミナーとなっていること。

15

企業からの申請受付、審査、登録、問合せ対応が円滑に行える体
制が提案されていること。

10

育児休業を取得予定の男性従業員のいる企業に対し、育児休業開
始までの業務の整理や引継体制の整備等必要な支援を提案するた
めの効果的な支援手法が提案されていること。

20

提案内容、スケジュール等から確実な実施が可能であること。 10

３
経済性

事業の実施に必要な経費が適切に見積もられ、事業内容や効果等
からみて適切な範囲内であるとともに、県予算の範囲内であるこ
と。

10

100

男性の育児休業取得促進事業　プロポーザル評価基準

提案者名

審査項目
審査内容（要求内容） 配点

小項目

実現可能性

費用対効果

合計得点

類似事業の履行実績

専門知識・運営体制

個人情報の取扱い

現状認識・基本方針

事業計画（スケジュール）

業務体制整備伴走支援

企業向け啓発講座

社員の子育て応援宣言・パパママ育休
実践企業登録制度の運用


